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沢さである｡ そこでは,隣人との協力のもとに料理を準備 し,みずから歌い踊って楽 しむよう
な伝統的なスタイルの宴会は影をひそめ,仕出の専門業者による中華料理の祝宴と流行の人衆















































住の傾向が顕著にあ り,とくに草分けの N翁の一族の女性は色濃い親族集団を形成 している｡
また他方で,その親族にはバンコクなど村外に住む者が増えており,その数は現在では村内に
居住する親族の数を大きく上回っている (図 2)｡
1991年の時点で,160世帯のうち農業をいとなむのは127世帯 (約 8割)である (表 1)｡ 稲
作世帯123世帯の1991年雨期の経営面積の平均は23.4ライ (1rai-0.16ha)であり,各世帯の



















注 :第 1世代はN翁の子供,第 2世代は孫,第 3世代は曾孫の代をあらわしている｡
なお,第 2･第 3世代で K村以外の地域で生まれ育った者は除外 している｡
表 1 K村の就業構造
世帯数 構成比 (%)




公務員 .従業員 13 8.1























レベルにある [prawet 1989:17;NSO 1990:153-154]｡ また郡農務局の資料 によると,
1989年の時点でK村の属するT行政区 (TambonT)における一年間の平均的な所得は45,000
バーツ (1991年時点で1バーツ-約5.0円)程度であ り,これは中部地方の農村部全体の平均 と




現在の中部 タイの主要な冠婚葬祭 (ngan)3)には,結婚式 (ngantaengngan),得度式 (ngan
buat),葬式 (ngansop)などの通過儀礼や,死後百日目に行 う百 日供養 (than bunroiwan)4)




























な手続きとしての ｢儀式 bhithi)｣と,主として夕方から夜にかけて行われる｢祝宴 (kimJt'ang)｣
の二つの部分からなる｡｢儀式｣においては,タイの国教である上座部仏教の僧侶が大きな役
割を果たす一方で,土着の精霊 (擁i)信仰や魂 ･生霊 (khwan)信仰に基づ く儀礼 も行われて
いた｡｢祝宴｣においては,通常,招待客に料理が供されると同時に,音楽などのパフォーマ
ンスを主とした余興がつきものである｡ただし,主催者の経済状態によっては得度式や結婚式
において夜の ｢祝宴｣を一切省略 し,朝の ｢儀式｣の主要部分のみを簡潔に済ませる場合があ
る｡
冠婚葬祭は,個人の通過儀礼 として重要な意味を持つと同時に,主催者をめぐる社会関係が








従前の得度式においては,出家の前日は ｢タム ･クワンの目 (wantham khwan)｣と呼ばれ,
剃髪 した僧志願者に対 してタム ･クワン･ナ-ク (tham khwannak) と呼ばれる儀礼が在村の
バラモン師 (motham khu)an) によって行われるのが一般的であった｡これは,人間の身体に
やどり,その健康状態や運命を左右すると考えられている生霊 (khwan) を,僧志願者 (nab)
の体内につなぎとめ,強化するための儀礼である｡ バラモン師は,まず神々の降臨を招請した
あと,僧志願者が恩義をうけた周囲の人々,とくに母親が出産や養育に要 した苦労や,得度に








Kaufman 1960:202-203]｡ 同儀礼へ出席 した親戚や知人は主催者に対 して祝儀を贈るのだ
が,これは相互扶助のしるしであると同時に,タムブン (模徳行)の行為であるとも認識され




















































































全におきかえられた (表4)｡ タム ･クワン･ナ-ク儀礼と同じく,儀礼を執行する能力のあ
















































年度 タイ料理 中華料理 計
-1979 64 1 65
1980-1984 11 8 19
1985-1989 8 11 19



















から,数人の歌手とギター ･ベース ･ドラム ･キーボードなどの編成により主として流行の
大衆歌謡を演奏する ｢チャド- (chado)｣と呼ばれるプロのバンドを呼ぶことが多 くなった
(表 6)｡チャド一にかかる費用は,現時点では5,000-7,000バーツというのが標準的である
が,有名な楽団になると,10,000バーツもとるものがある｡ 表 6にあるように,80年代半ばか
らはチャド-の簡易版で ｢エレク トー ン｣と呼ばれるものも登場し,人気を集めている｡ これ
は通常なら数人のバンド編成でやるところを,エレク トー ン一台で済ましてしまうので,
1,500-2,000バーツと値段が安いからである｡ この他,ポピュラーな余興として●は移動式の















る｡ 例えば表 3で ｢祝宴あり｣の項目から除外されているものはそうした宴会なしの得度式の

















所得階層 推定年収 (バーツ) 中華料理 タイ料理 祝宴なし
第 1階層 120,000- 70 10 20
第 2階層 -120,000 76.9 15.4 7.7
第 3階層 -80,000 81.3 18.8 0
第 4階層 -60,000 50 33.3 16.7
第 5階層 -40,000 41.9 45.2 12.9








されていた [Kaufman 1960:157-159]｡また同時に,大規模な葬式は主催者 と参集者に対 し
多 くの功徳をもたらすとも考えられている [Terwiel 1994:235]｡ 手の込んだ儀式は,例え
ば死後僧を招請して読経を行う日数の多寡,火葬当日に招請する僧侶の数,立派な棺や華美な





















22.2 11.1 11.1 0 0
60 20 20 40 0
87.5 50 75 25 12.5



















がわかる｡ また招待客の数は, 1テーブルあたり10人と考えたらよいから,1991年の事例 aで
は約400人,1991年の事例 bでは約750人というかなりの数である｡
ここで各儀礼によせられた祝儀総額と支出総額との差額に注目すると,事例によってかなり
の差異があることがわかる｡ 例えば1979年の事例 と199]年の事例 bを比べてみると,前者は




極端に安いのは,そのコネを利用 して業者から祝宴用のテーブルを安 く貸 してもらったうえ
に,料理の材料 じたいは自分たちで用意 したからである｡ つまり儀礼はその運営の仕方によっ
て,祝儀額を上回る出費を強いられて ｢損をする｣世帯 もあれば,出費を抑えて ｢利益を得
表9 得度式における支出額とその内訳
[単位 :バーツ]
内 訳 1973年の事例 1979年の事例 1991年の事例a 1991年の事例b
祝宴における料理(1) タイ料理 タイ料理 中華 .40テーブル 中華 .75テーブル
(1)の費用 不明 不明 20.000 17,000
祝宴における余興(2) 友人の楽団 映画 チャド- チャド-+映画
(2)の費用 0 3,500 6,000 6.500
僧侶へのお布施 275 1.050 3.400 2,350
出家者の僧衣代等 700 1.200 3,700 3,700
音響 .照明代 350 400 900 900
写真 .ビデオ代 0 1.000 3,000 2.OOO
支出総額(3) 8.000 40.000 40,000 50,000








































あるいはそれ以上の返礼がなされねばならず,初期値にい くらか上乗せ して返礼 されるのが普
通である｡ たとえば, まずある機会にAが Bに対 して100バーツ贈 った としよう｡ 次に A家
で儀礼があるとき,Bは Aに対 して,初期値100バーツに対 し30バーツ,50バーツなどの ｢利
千 (dokbia)｣17)を加えて返 さなければならないOなかには利子 を返 し忘れた り,不当に少な
くよこした りしたケースもあるが,そういうことをした人はマナーのわるい人物 とみなされ
る｡ そうならないために,儀礼の主催者は多 くの場合,誰某か らい くら受け取 ったという記録
を祝儀帳や不祝儀帳に克明に記 し,後々相手方で儀礼が行われる際に参照するために保存 して
お く｡
上の例 は100-150とい うものである｡50という利子 をつけて返す ことによって,いわば B
は借金を清算 したのである (図 3,パターン1)｡ ところで,図 3のパターン2にあるように,
もし今後 B家で再び儀礼を行 う予定があるとき,第 2局面において Bは Aに対 して200バーツ
支払 う場合がある｡ここで初期値100バ ーツに上乗せ された100バーツは,利子 とはみなされず,
今度は逆に Aが Bに対 して100バ ーツ借 りがで きることになる｡ こうなると,将来 もう一度 B
家の儀礼に招待 されたとき,Aは出席 しないわけにはいかないのである｡これを村人は ｢(相
手 との関係 を)結んでお く (擁ukwai)｣と表現する｡ 逆にパ ターン1のように30や50バーツ
などの100バーツ以下の利子 をつけて返す という行為は,贈与を受け取 る側 (A家)から,棉
手方の家 (B家)では今後儀礼 を行 う予定がないから貸借関係はここでいったん打ち切 りましょ
う, という合図であるとみなされる場合がある｡
パターン1 パターン2
A- B A - B
第 1局面 100 100





















金額 (バーツ) 1973年の事例 1979年の事例 1991年の事例 a 1991年の事例 b
-10 130 22(10)
-30 101 158(44) 47(18) 28(4)
-99 21 120(3)
100 6 63(0) 236(23) 238(25)
-200 1 46(0) 74(2) 106(14)
-500 0 9(0) 12(1) 23(2)
500- 0 0 0 5(1)
贈り物 多数 38(38) 1(1) 0
計 259 456(95) 370(45) 400(46)












例 をみると,100バ ーツない しはそれ以上を持参 した
客が圧倒的に多 く,中華料理の祝宴における祝儀帳 と
































香典はアオレーン (相互扶助)というよりも, ダムブン (稿徳行),つまり金銭的な見返 りを





祝宴の形態 プアオ.ホ- 77オ.ホー プ7オ.ホ一十中華
ラブ .ワイ 2,980 3,050 9,000








もともと少額でよいとされ,見返 りを期待 しない喜捨 と考えられていた不祝儀まで,50-100














































































































































































































(労働力交換)という同じ用語であらわされる.また ｢我々が彼に借 りがある (Yaolitkhao)｣




























































































人々に対 し,ここに記 して心からの謝意を表 したい｡

















念の領域における世代間の,あるいは平信徒 と僧の間の相互依存的関係 という視点からも考察 して
いる｡
26)本稿のあちこちで示唆 してきたように,流行の祝宴 ･儀式の形態のほとんどが,都市部の中国系住
民や上流階級の曹イ多的なスタイルに由来 している｡
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